















A Theory of Syntactic Predicational Operators Applied on the Confi guration of Adjuncts
- Gaussian Stractural Geometry with the Imaginary Axis - 
FUJIUCHI Norimitsu
Abstract
This theory depicts the configuration and distribution of adverbial adjuncts applying the Theory of Syntactic 
Predicational Operators, which was originally designed to figure out the relationship between predicates 
and arguments. To achive that aim, this theory stipulates the Gaussian Structural Geometry in the linguistic 
configuration, in which the hierachical government is explained by the linguistic grids in complex number. This 
new type of linguistic structure maintains that the linguistic transformation can be put in a set of mathematical 






























(3) a. He hurt himself with a knife.
 b. He bought a knife yesterday.
 c. He always has a knife.
 d. Unfortunately, he lost his knife.
　(3a) では with a knife が道具という主題役割を担っていると分析され、動詞の局所領域に存在する





































表し、述語演算子に付加していると考えられる。(3c) では always は he has a knife という命題の成立
















れるものと主張する。便宜上、述語に付加する類を Type 1、述語演算子に付加するものを Type 2、時制
句に付加するものを Type 3、終末節点であるインターフェイスに付加するものを Type 4 と呼称する。






























一種のガウス平面上の座標 (a,b) は、a+bi の複素数と同じで、複素数は数学的四則演算の対象となる。
実数の加算と減算は実部を増減させ、虚数の加算と減算は虚部を増減させる。必ずしも a が実部、b









































指定部は (2,2) となる。従って、Y 軸が虚軸であることを除けば、文の構成素は第１象限で傾き 1 の
一次関数のように表すことが出来る。より正確には、f(x)=x+xi（ただし x ≧ 0 の整数）で表される項







標を持たない。X' で表される中間投射は局所領域としてα {(a,b),(c,d)} のような一種の行列として表
される。成分の有無を２バイトの情報 0 と 1 で表し簡略化することも出来る。この行列の各要素は、
言語学的な変形の対象ともなるが、排出後はそのまま演算の対象ともなる２つの性質を併せ持つ。中






















(i) 節点α (a,b) と節点β (c,d) において
 a. |a|=|c| であるならばαはβと姉妹関係にある
 b. 姉妹関係にある節点２つは最小の領域を構成する
 c. |a|>|c| かつ |b|>|d| ならば、αはβを支配する
 d. |a|-|c|=1 ならば、αとβは２行２列の領域を構成できる
(ii) 領域γ {(a,b),(c,d)} において
 a. 節点 (a,b) と節点 (c,d) は、(i) の規定に従い、局所的な関係を持つことが出来る
 b. 行列の名辞であるγは、行列そのものを表す変数として、他の行列の成分となり得る
(iii) 領域σ [(a,b){(c,d),(e,f)}] において















されたあと、述語に付加される Type 1 の付加詞類がないか確認し、あれば付加が起こり、その後述















　そこで本稿は、付加詞類は付加が行われる階層の指定部の座標素性 a+bi に虚数単位 |i| を乗算し、
その解 b-ai、もしくは -b+ai を付加演算が行われる座標素性として得ると主張する。これらの座標素性
は前述の指定部からガウス平面上で 90° 回転したものであり、回転が時計回りか反時計回りかの違い
しかない。ここで、時計回りの解では、実軸上の座標が負となり構造が破綻するので、解としては
不適格である。ところで、反時計回りの回転を起こす -i との積 b-ai は、指定部では a=b であるので、
結果として指定部の座標素性に対する共役複素数となることから、計算上等価の２つの座標素性のう
ち、第２象限のこちらを付加詞類の解として、付加詞類は第２象限の共役複素数の位置に併合され派

























　中核命題に対する付加詞類は、さらに述語に対する PP 項としての Type 1 の付加詞類と、述語演算





(8) a. She put her shoes under the bed.
 b. I arrived at the station.
 c. He broke the window with a stone.
　これらの PP は、補部の名詞句だけでは主題役割を表示しきれず、PP 主要部の語彙的意味を加味し
た上で主題役割を持っている。これらの中で、(8a) と (8b) の例では、場所を表す PP は文にとって必
















(9) a. The window was broken with a stone.
 b. A stone broke the window.
　古典的な句構造規則であればこの構造はVP → V (NP) (PP)と記述できるが、一般的なX'式型にとっ












(10) a. My wife went to the supermarket.
 b. My wife is afraid of spiders.
　上記の３項動詞の前置詞句項を第１象限に配位できない観測と、(10a) や (10b) で述語自身が格照合
能力を持たない性質、主題役割を局所領域に配位する性質が共存する方法として、第１象限で項を配
位する [-Arg] 素性が、第２象限に配位されると仮定する。すなわち、意味役割を統語に写像する [+Arg]
が、語彙項目において前置詞項にも配位されるが、３項動詞の場合は [-Arg] を配位するべき節点がオー









　従って、藤内 (2004) から藤内 (2006) までの AP 述語の PP 項を補部に配位するメカニズムは、より












付加詞の演算が開始される。述語演算子に付加を起こす Type 2 の付加詞類は、中核命題が発生し
た場所や時間などを表す、随意的な副詞句である。これらの副詞句は、語彙的な副詞のほかに、
Larson(1985) が指摘する Bare NP Adverb と、特徴的な前置詞に率いられる形態的な前置詞句がある。
元の範疇が一致しない付加詞類を同様に配位することが出来るのは、複素数座標演算をおいて他には
ない。
(12) a. I got up late.
 b. I bought the book yesterday.




(13) a. I met her on the train yesterday.

























ここで A は Adjective ではなく、Attributive と呼称されるべきである。そして、A は [+N] 範疇素性を
持つことを動機に、名詞句と同様に述語としても一種の副詞的項としても働くこと、そして副詞的項
として働く場合は斜格標示の対象となる、副詞は形容詞の斜格標示形態であることを主張する。述語




だけである。語彙的名詞句が副詞的項となる場合には、PP 標示や Bare-NP Adverb として具現し、語




















































(16) a. I am always hungry.
 b. I am not always hungry.
　(16a) で always の位置のみに注目すると、これまでの付加詞類とは異なり、文末には配置されずに
文中に挿入されている。次に (16b) で部分否定の例を見ると、頻度を表す always が not の否定を受け
ていると解釈され、always は PolP の局所領域に存在すると考えられる。しかしながら、助動詞 am




always は not と組み合わさったときのみ部分否定の意味を持つが、これは always の使用に極性が見
られることを表す。他には、完了形の already、never と ever 等、使われ方に偏りが見られる項目があ
り、これらは極性表現の１つである、極性句 PolP の主要部に生起するべき項目であると仮定すると、
PolP の外側なのか内側なのかという問題は解決する。これを受けて、[+Aux] を持つ動詞の後ろ、か
つ [+Aux] を持たない動詞の前に生起する語彙的副詞は PolP 主要部要素である、と統一的に仮定する
と、still や認識様態の possibly のような語彙的副詞は PolP 要素となり、yet はその仮定から漏れるこ
とになる。ところで、以下の例文から確認できるように
(17) a. Michael Schumacher is the greatest F1 champion ever.
 b. You have yet to submit your next report by tomorrow morning.
 c. Who can possibly be looking for me?
極性句主要部要素として仮定した ever は、分離して文末に配置可能であり、また yet と possibly は助




































　ところで、これまで Type 3 の付加詞類としてきた要素αは、随意的に生起する PolP 主要部βであ
ると本稿は主張している。この場合の変換過程は、最後の１行に変換する際に合算が発生し、{α+β,0}
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ティ要素のみであるので、本稿の想定する Type 4 の付加詞類もその種類のモダリティ要素である。
　これまでの付加演算と異なり、Type 4 の付加詞類の演算では、それを付加させる統語的な動機が存




(20) a. It is certain that you lost your weight by exercising.
 b. I don't think that you lost your weight by exercising.
 c. I wonder whether you lost your weight by exercising.
 d. I don't believe that you lost your weight by exercising.
 e. I like it that you lost your weight by exercising.
 f. I order that you lose your weight by exercising.
you lose(lost) your weight by exercising という、測定しなければ外見からは分からない命題内容に対し
て、それが真 (20a) か偽 (20b) かの判断をするもの、命題内容の是非を判断保留 (20c) にするもの、相
手が言い張る命題内容の是非を表明 (20d) するもの、真偽を問わない命題内容に対し価値判断 (20e)
をするもの、命題内容を実現することのみを求める拘束判断 (20f) をするものがあるが、それらが命
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(21) a. Frankly, I don't like you.
 b. Theoretically, this result is impossible.
などが、後続する命題の知的意味に関わらず、談話的な言及を制限しているのみであるのとは異な
る。もしモダリティ演算が存在するならば、(20a) から (20f) ではそのような演算が行われていて、(21a)
と (21b) では行われていないと考えられる。本稿はモダリティ演算についての言及を行わない。
　その上で、(20a) には
(22) a. You certainly lost your weight by exercising.
 b. You must have lost your weight by exercising.
真偽判断をするモダリティが語彙的副詞や助動詞で表現される書き換えが存在する。ここでは (22a)
のモダリティ要素は全体命題への付加詞であるが、(22b) では付加は行われていない。既に PolP を伴






























　照合子の座標素性を (x,y)、指定部の座標素性を (a,b)、共役位置の座標節点を (a,-b) とすると、x=a か
つ |b|-y=1 が同時に成り立つことが、照合演算が行われる位置的条件である。その上で、例えば項が
対格を持つことが項の配列変数の &(1,1) に、述語が対格を照合出来ることが ¥(1,1) に格納されてい





1 If x=a and |b|-y=1 then 2













１．項である BP はその最大投射範疇が閉鎖空間となっていることが、X0 レベルで活性を持つ述語と
の対照性を示している。本稿は PP 項の PP 主要部は BP の斜格照合演算子と考える。
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